
村
民
み
ん
な
で「
ハ
ー
ト
が
た
く
さ
ん

の
村
」を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　 

総
務
課 

人
権
政
策
係
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差
別
を
解
消
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

た
3
つ
の
法
律（
人
権
三
法
）に
つ
い
て
、

ご
紹
介
し
ま
す
。

　○
人
権
三
法

　
2
0
1
6（
平
成
28
）年
に
差
別
を

解
消
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
次
の
3
つ

の
法
律
が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。
3
法
を

総
称
し
て
、
人
権
三
法
と
い
い
ま
す
。

•
障
害
者
差
別
解
消
法（
障
害
を
理
由

と
す
る
差
別
の
解
消
の
推
進
に
関
す

る
法
律
）

（
平
成
28
年
4
月
施
行
）

•
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
解
消
法（
本
邦
外

出
身
者
に
対
す
る
不
当
な
差
別
的
言

動
の
解
消
に
向
け
た
取
組
の
推
進
に

関
す
る
法
律
）（

平
成
28
年
6
月
施
行
）

•
部
落
差
別
解
消
法（
部
落
差
別
の
解

消
の
推
進
に
関
す
る
法
律
）

（
平
成
28
年
12
月
施
行
）

　
そ
れ
ぞ
れ
の
法
律
に
つ
い
て
は
、
こ

れ
ま
で
こ
の
誌
面
に
掲
載
し
て
き
ま
し

た
が
、
改
め
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

○
障
害
者
差
別
解
消
法

　
こ
の
法
律
は
、「
障
が
い
の
あ
る
人

も
な
い
人
も
互
い
に
そ
の
人
ら
し
さ
を

認
め
合
い
な
が
ら
、
共
に
生
き
る
社
会

を
作
る
こ
と
」を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
条
文
で
は
、
国
・
都
道
府
県
・
市
町

村
や
会
社
や
お
店
な
ど
の
事
業
所
な
ど

に
対
し
、「
不
当
な
差
別
的
取
扱
い
」を

禁
止
し
、「
合
理
的
配
慮
の
提
供
」を
求

め
て
い
ま
す
。

•
不
当
な
差
別
的
取
扱
い
の
禁
止

　
障
が
い
の
あ
る
人
に
対
し
て
、
正
当

な
理
由
な
く
、
障
が
い
を
理
由
と
し
て

差
別
す
る
こ
と
を
禁
止
し
て
い
ま
す
。

　
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
拒
否
す
る
こ
と

や
、
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
あ
た
っ
て
場

所
や
時
間
帯
な
ど
を
制
限
す
る
こ
と
、

障
が
い
の
な
い
人
に
は
つ
け
な
い
条
件

を
つ
け
る
こ
と
な
ど
が
禁
止
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
ま
た
、
正
当
な
理
由
が
あ
る
と
判
断

し
た
場
合
は
、
そ
の
理
由
を
説
明
し
、

納
得
を
得
ら
れ
る
よ
う
努
め
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
正
当
な
理
由
と
し
て
は
、

安
全
を
確
保
す
る
た
め
、
経
済
面
の
保

全
の
た
め
、
行
為
の
本
来
の
目
的
や
内

容
を
維
持
す
る
た
め
、
損
害
の
発
生
を

防
止
す
る
た
め
、な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

•
合
理
的
配
慮
の
提
供

　
障
が
い
の
あ
る
人
か
ら
、
社
会
の
中

に
あ
る
バ
リ
ア
を
取
り
除
く
た
め
に
何

ら
か
の
対
応
を
必
要
と
し
て
い
る
と
の

意
思
が
伝
え
ら
れ
た
と
き
に
、
負
担
が

重
す
ぎ
な
い
範
囲
で
対
応
す
る
こ
と

（
事
業
所
に
対
し
て
は
、
対
応
に
努
め

る
こ
と
）を
求
め
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
本
人
が
意
思
の
表
明
を
行
う

こ
と
が
で
き
ず
、
家
族
な
ど
の
支
援
者

が
意
思
の
表
明
を
行
う
場
合
や
、
表
明

が
な
く
て
も
合
理
的
配
慮
の
提
供
が
必

要
だ
と
考
え
ら
れ
る
場
合
も
、
配
慮
を

行
う
こ
と
が
必
要
と
言
え
ま
す
。

○
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
解
消
法

　
こ
の
法
律
は
、「
特
定
の
民
族
や
国

籍
の
人
々
を
排
斥
し
、
不
安
や
差
別
意

識
を
煽
る
差
別
的
言
動（
ヘ
イ
ト
ス

ピ
ー
チ
）を
な
く
す
こ
と
で
、
民
族
や

国
籍
な
ど
の
違
い
を
豊
か
さ
と
し
て
認

め
合
い
、
互
い
に
人
権
を
尊
重
し
あ
う

社
会
を
築
く
こ
と
」を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。

ハートがたくさんの村づくりハートがたくさんの村づくり
差別のない、人への思いやりを大切にする、

明るい南阿蘇村をつくりましょう。

人権とはなんですか?

　人権とは「すべての人々が生命と自由を確保し、それぞれの幸福を追求する権利」
あるいは「人間が人間らしく生きる権利で、生まれながらに持っている権利」であって、
だれにとっても大切なもの、日常の思いやりの心によって守られなければならない
ものです。今回は、「人権三法」についてお伝えします。

　南阿蘇中学校（全校生徒234人）の体育大会が開催されました。
　雨が降った19日には同校体育館で団体種目などが行われ、徒走やリレーなどは天気が回復した21日に同校グラウン
ドで実施。赤団、青団、黄団に分かれた生徒たちは急な予定変更にも柔軟に対応し、来賓や保護者、地域の皆さんに練
習の成果を披露しました。
　19日の最後に行われたプログラム「心を1つに、234人でＧＯ（5）！」では、今年度で定年を迎えられる坂梨正文校
長先生へ全校生徒から力いっぱいのエールが送られ、会場全体から拍手が湧き上がりました。

坂梨校長先生と全校生徒から、南阿蘇村に対してもエールが送られました。

　ちょうよう保育園幼年消防クラブの園内消防大会が、
同園で開催されました。
　お揃いの法被を着こなした年長児32人は大塚百合子
園長から一人ずつ委嘱状を受け取り、年中・年長児全員
で声を合わせて防火の誓いを述べました。続いて防火演
技や通常点検、ミニ腕用ポンプ操法など大きな声と機敏
な動きで園児たちの練習の成果が披露され、見守る保護
者や消防関係者から拍手が送られました。
　大会後は、南部分署職員によるアトラクションの○×
クイズやはしご車の見学などがあり、園児たちは大は
しゃぎでした。

ギャラリーに展示された版画などの作品

　自然豊かな村の中で活動するアーティストたちのアト
リエやギャラリーなどを会場としたイベント「青葉の季
節のアートフェスタ」が開催されました。
　今年は村内18カ所の会場で、絵画や手作りのアクセ
サリー、手芸作品などが展示されました。
　第9駐在区の「ママ ホットガーデン」（坂口愛子さん）
では、ハーブとアロマの作品の展示販売が行われたほか、
有吉幸弘氏（福岡出身）の版画と墨彩画が来場者を出迎
えました。

ミニ腕ポンプ操法で放水（左）
はしご車の上から記念撮影（右）

南阿蘇中学校 全校生徒の団結力
南阿蘇中学校体育大会

5
19・21

Hot News 南 阿 蘇 村 の 話 題

絶対に火遊びはしません
ちょうよう保育園　園内消防大会

5
30

村内各所で芸術に触れる
青葉の季節のアートフェスタ

5
25～

6
2
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